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(57)【要約】
【課題】パネルノイズの影響を最小化し、センシングの
精度と信頼性を向上させるようにしたピクセルセンシン
グ装置と、同装置を含む有機発光表示装置を提供する。
【解決手段】本発明に係るピクセルセンシング装置は、
表示パネルのセンシングラインを介してピクセルに接続
され、ピクセルから流出されるピクセル電流を積分して
積分器の出力電圧を生成する電流積分器と積分器の出力
電圧をサンプリング及びホールディングするサンプルア
ンドホールド部と、サンプルアンドホールド部から出力
された積分器の出力電圧をデジタル信号に変換するアナ
ログ－デジタル変換部と、ピクセル電流に混入されたパ
ネルノイズにより積分器の出力電圧が歪曲されることを
最小化する第１キャパシタを含む。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示パネルのセンシングラインを介してピクセルに接続され、前記ピクセルから流出さ
れるピクセル電流を積分して積分器の出力電圧を生成する電流積分器と、
　前記積分器の出力電圧をサンプリング及びホールディングするサンプルアンドホールド
部と、
　前記サンプルアンドホールド部から出力された前記積分器の出力電圧をデジタル信号に
変換するアナログ－デジタル変換部と、
　前記ピクセル電流に混入されたパネルノイズにより前記積分器の出力電圧が歪曲される
ことを最小化する第１キャパシタと
を含む、ピクセルセンシング装置。
【請求項２】
　前記電流積分器は、
　前記ピクセル電流の入力を受ける前記センシングラインに接続された第１入力端子、積
分器の基準電圧の入力を受ける第２入力端子、及び前記積分器の基準電圧から変わる前記
積分器の出力電圧を出力する出力端子を有するアンプと、
　前記第１入力端子と前記出力端子との間に接続された積分器キャパシタと、
　前記第１入力端子と前記出力端子との間で、前記積分器キャパシタと並列に接続された
リセットスイッチと
を含む、請求項１に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項３】
　前記ピクセル電流に混入された前記パネルノイズは、前記第１入力端子に印加されると
共に、前記第１キャパシタを介して前記第２入力端子に印加され、
　前記ピクセル電流が前記積分器キャパシタに蓄積されるセンシング期間内で、前記パネ
ルノイズは、前記アンプの内部で相殺される、
請求項２に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項４】
　前記第１キャパシタは、前記センシングラインと前記第２入力端子との間に接続されて
いる、請求項２に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項５】
　前記積分器の出力電圧から前記アンプのオフセットを除去するためのオフセット除去部
をさらに含む、請求項２に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項６】
　前記オフセット除去部は、
　前記第１キャパシタと前記第２入力端子との間に接続され、前記第１キャパシタを前記
第１入力端子及び前記第２入力端子とカップリングさせる第２キャパシタと、
　前記第２入力端子と前記積分器の基準電圧の入力端子との間に接続された第１スイッチ
と、
　前記第１キャパシタと前記第２キャパシタとの間のノードと前記積分器の基準電圧の入
力端子との間に接続された第２スイッチと、
　前記第１キャパシタと前記第２キャパシタとの間の前記ノードと前記第１入力端子との
間に接続された第３スイッチと
を含む、請求項５に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項７】
　オフセット検出期間において、前記アンプのオフセットを前記第２キャパシタに貯蔵す
るために、前記第１スイッチ、前記第３スイッチ及び前記リセットスイッチはターンオン
され、前記第２スイッチはターンオフされる、請求項６に記載のピクセルセンシング装置
。
【請求項８】
　初期化期間において、前記第２入力端子をフローティングさせ、前記第１入力端子及び
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前記出力端子の電圧を初期化するために、前記第１スイッチ及び前記第３スイッチはター
ンオフされ、前記リセットスイッチ及び前記第２スイッチはターンオンされる、請求項６
に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項９】
　センシング期間において、前記ピクセル電流の電荷を前記積分器キャパシタに格納し、
前記アンプのオフセットが除去された前記積分器の出力電圧を生成するために、前記第１
スイッチ、前記第２スイッチ、前記第３スイッチ及び前記リセットスイッチはターンオフ
される、請求項６に記載のピクセルセンシング装置。
【請求項１０】
　前記センシング期間において、前記ピクセル電流に混入したパネルノイズが前記第１入
力端子に印加されると共に、前記第１キャパシタと前記第２キャパシタを介して前記第２
入力端子に印加され、前記アンプの内部で、前記パネルノイズが相殺される、請求項９に
記載のピクセルセンシング装置。
【請求項１１】
　複数のピクセルを含む表示パネルと、
　前記ピクセルの駆動特性をセンシングするセンシング部と、
を含み、
　前記センシング部は、
　表示パネルのセンシングラインを介してピクセルに接続され、前記ピクセルから流出さ
れるピクセル電流を積分して積分器の出力電圧を生成する電流積分器と、
　前記積分器の出力電圧をサンプリング及びホールディングするサンプルアンドホールド
部と、
　前記サンプルアンドホールド部から出力された前記積分器の出力電圧をデジタル信号に
変換するアナログ－デジタル変換部と、
　前記ピクセル電流に混入されたパネルノイズにより、前記積分器の出力電圧が歪曲され
ることを最小化する第１キャパシタと
を含む、有機発光表示装置。
【請求項１２】
　センシング駆動に必要なセンシング用データ電圧とディスプレイ駆動に必要なディスプ
レイ用のデータ電圧を生成して前記表示パネルのデータラインに供給し、前記センシング
駆動と、前記ディスプレイ駆動にさらに必要な基準電圧を生成して前記表示パネルの基準
電圧ラインに供給する駆動電圧生成部をさらに含む、請求項１１に記載の有機発光表示装
置。
【請求項１３】
　前記データラインは、前記センシングラインとして使用される、請求項１２に記載の有
機発光表示装置。
【請求項１４】
　前記基準電圧ラインは、前記センシングラインとして使用される、請求項１２に記載の
有機発光表示装置。
【請求項１５】
　前記表示パネルのセンシング駆動タイミングとディスプレイ駆動タイミングを制御する
タイミングコントローラをさらに含み、
　前記センシング部は、前記タイミングコントローラの制御の下で、パワーオン区間、垂
直アクティブ区間、垂直ブランク区間、パワーオフ区間の内の少なくとも一つにおいて、
前記ピクセルの駆動特性をセンシングする、
請求項１１に記載の有機発光表示装置。
【請求項１６】
　前記センシング部から入力を受けるデジタルセンシング結果データに基づいて、前記ピ
クセルの駆動特性の変化を補償することができる補償値を計算し、ホストシステムから入
力を受けた映像データを前記補償値に基づいて補正し、補正された映像データを駆動電圧
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生成部に供給する補償部をさらに含み、
　前記駆動電圧生成部は、前記補正された映像データに基づいて、前記ディスプレイ用の
データ電圧を生成する、
請求項１２に記載の有機発光表示装置。
【請求項１７】
　前記センシング部及び駆動電圧生成部は、データ駆動回路に含まれている、請求項１２
に記載の有機発光表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機発光表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス型の有機発光表示装置は、有機発光ダイオード（Organic Ligh
t Emitting Diode：以下、「ＯＬＥＤ」と称する）と駆動ＴＦＴ（Thin Film Transistor
）をそれぞれ含むピクセルをマトリクスの形に配列し、映像データの階調に応じて、ピク
セルにおいて実現される映像の輝度を調節する。駆動ＴＦＴは、ゲート電極とソース電極
との間にかかる電圧（以下、「ゲート－ソース間電圧」と称する）に基づいてＯＬＥＤに
流れるピクセル電流を制御する。ピクセル電流に応じて、ＯＬＥＤの発光量及び画面の輝
度が決定される。
【０００３】
　駆動ＴＦＴのしきい値電圧と電子移動度、ＯＬＥＤの動作点電圧などは、ピクセルの駆
動特性を決定するため、すべてのピクセルにおいて同じでなければならない。しかし、工
程特性、時間変化特性など、様々な原因によってピクセルの駆動特性がばらつくことがあ
る。このような駆動特性の違いは、輝度に偏差をもたらし、所望する画像の実現を困難に
する。ピクセル間の輝度偏差を補償するために、ピクセルの駆動特性をセンシングし、そ
のセンシング結果に基づいて、入力映像のデータを補正する外部補償技術が知られている
。
【０００４】
　外部補償技術においてピクセルの駆動特性をセンシングするために、電流積分器を用い
て、駆動ＴＦＴに流れるピクセル電流をセンシングする方式がある。この方式は、積分器
の基準電圧と積分器の出力電圧との間の電圧差を介してピクセル電流の変化を探り出す。
【０００５】
　電流積分器は、表示パネルのセンシングラインを介して、各ピクセルに接続される。し
たがって、電流積分器を介してセンシングされるピクセル電流にパネルノイズが反映され
ることがある。パネルノイズは、工程特性、駆動環境など、さまざまな原因によって起こ
り、種々のサイズのセンシングチャネルに影響を与える。このようなパネルノイズは、積
分器アンプを介して増幅され、積分器の出力電圧を歪曲させるので、同じピクセル電流を
センシングしても、そのセンシング結果が電流積分器間で異なることがある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　従って、本発明の目的は、パネルノイズの影響を最小化し、センシングの正確性と信頼
性を向上させることができるピクセルセンシング装置と、それを含む有機発光表示装置を
提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の上記目的を達成するために、本発明の実施形態に係るピクセルセンシング装置
は、表示パネルのセンシングラインを介してピクセルに接続され、ピクセルから流出され
るピクセル電流を積分して積分器の出力電圧を生成する電流積分器と、積分器の出力電圧
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をサンプリング及びホールディングするサンプルアンドホールド部と、サンプルアンドホ
ールド部から出力された積分器の出力電圧をデジタル信号に変換するアナログ－デジタル
変換部と、ピクセル電流に混入されたパネルノイズにより、積分器の出力電圧が歪曲され
ることを最小化する第１キャパシタを含む。
【発明の効果】
【０００８】
　前述のように、本発明は、センシング部内に電流積分器と一緒にパネルノイズ抑制用キ
ャパシタを備えることにより、積分器の出力電圧に混入されるパネルノイズの量を最小化
してセンシングの正確性と信頼性を高めることができる。
【０００９】
　さらに、本発明は、センシング部内にオフセット除去回路をさらに備えることにより、
積分器アンプのオフセットにより、積分器の出力電圧が歪曲される程度を最小化してセン
シングの正確性と信頼性をさらに高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施形態に係る有機発光表示装置を示す図である。
【図２】図１の表示パネルに備えられたピクセルアレイの一例を示す図である。
【図３】図２のピクセルアレイに接続されたデータ駆動部の構成を示す図である。
【図４】図３に示されたピクセルの等価回路図である。
【図５】図２のピクセルアレイに接続されたデータ駆動部の他の構成を示す図である。
【図６】図５に示されたピクセルの等価回路図である。
【図７】本発明の一実施形態に係るピクセルセンシング装置を示す図である。
【図８】図７のピクセルセンシング装置の駆動波形図である。
【図９】図７のピクセルセンシング装置の動作を示す図である。
【図１０】図７のピクセルセンシング装置の動作を示す別の図である。
【図１１】本発明の他の実施形態に係るピクセルセンシング装置を示す図である。
【図１２】図１１のピクセルセンシング装置の駆動波形図である。
【図１３】図１１のピクセルセンシング装置の動作を示す図である。
【図１４】図１１のピクセルセンシング装置の動作を示す別の図である。
【図１５】図１１のピクセルセンシング装置の動作を示す更に別の図である。
【図１６】パネルノイズ改善に関するシミュレーション結果を示す図である。
【図１７】パネルノイズ改善に関するシミュレーション結果を示す別の図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　本発明の利点及び特徴、そしてそれらを達成する方法は添付される図面と共に詳細に後
述される実施形態を参照すると明確になる。しかし、本発明は、以下で開示される実施形
態に限定されるものではなく、互いに異なる多様な形態で実現されるものであり、但し、
本実施形態は、本発明の開示が完全するようにし、本発明が属する技術分野で通常の知識
を有する者に発明の範疇を完全に知らせるために提供されるものであり、本発明は、請求
項の範疇によって定義されるだけである。
【００１２】
　本発明の実施形態を説明するための図で開示された形状、大きさ、比率、角度、個数な
どは例示的なものなので、本発明が、示された事項に限定されるものではない。明細書全
体に亘って同一参照符号は同一の構成要素を指す。本明細書上で言及された「含む」、「
有する」、「なる」などが用いられる場合、「～だけ」が使用されない限り、他の部分が
追加されることができる。構成要素を単数で表現した場合に特に明示的な記載事項がない
限り、複数が含まれる場合を含む。
【００１３】
　構成要素を解釈することにおいて、別の明示的な記載がなくても誤差の範囲を含むもの
と解釈する。
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【００１４】
　位置関係の説明である場合、例えば、「～の上に」、「～の上部に」、「～の下部に」
、「～の隣に」などで、二つの部分の位置関係が説明される場合、「すぐに」または「直
接」が使用されない限り、二つの部分の間に１つ以上の他の部分が位置することもできる
。
【００１５】
　第１、第２などがさまざまな構成要素を叙述するために使用することがあるが、この構
成要素はこれらの用語によって制限されない。これらの用語は、ただ一つの構成要素を他
の構成要素と区別するために使用されるものである。したがって、以下で言及される第１
構成要素は、本発明の技術的思想内で第２構成要素で有り得る。
【００１６】
　本発明において表示パネルの基板上に形成されるピクセル回路は、ｎ型ＭＯＳＦＥＴ（
Metal Oxide Semiconductor Field Effect Transistor）構造のＴＦＴで実現されるかま
たはｐ型ＭＯＳＦＥＴ構造のＴＦＴに実現されることもできる。ＴＦＴは、ゲート（gate
）、ソース（source）及びドレイン（drain）を含む３電極素子である。ソースは、キャ
リア（carrier）をトランジスタに供給する電極である。ＴＦＴ内でのキャリアは、ソー
スから流れ始める。ドレインはＴＦＴ内のキャリアが外部に出るための電極である。つま
り、ＭＯＳＦＥＴでのキャリアの流れは、ソースからドレインに流れる。ｎ型ＴＦＴ（Ｎ
ＭＯＳ）の場合、キャリアが電子（electron）であるため、ソースからドレインに電子が
流れることができるよう、ソース電圧をドレイン電圧より低くする。ｎ型ＴＦＴで電子が
ソースからドレインの方向に流れるため、電流は、ドレインからソースの方向に流れる。
ｐ型ＴＦＴ（ＰＭＯＳ）の場合、キャリアが正孔（hole）であるため、ソースからドレイ
ンに正孔が流れることができるように、ソース電圧をドレイン電圧より高くする。ｐ型Ｔ
ＦＴにおいては、正孔がソースからドレインの方向に流れるため、電流がソースからドレ
インの方向に流れる。ＭＯＳＦＥＴのソースとドレインは、固定されたものではないこと
に注意しなければならない。例えば、ＭＯＳＦＥＴのソースとドレインは、印加電圧に応
じて変更されることができる。
【００１７】
　一方、本明細書においてＴＦＴの半導体層は、酸化物素子、アモルファスシリコン素子
、ポリシリコン素子の内、少なくともいずれか一つで実現することができる。
【００１８】
　以下、添付された図面を参照して、本明細書の実施形態を詳細に説明する。以下の説明
において、本明細書に関連する公知の機能あるいは構成についての具体的な説明が本明細
書の要旨を不必要に曖昧にすることができると判断される場合には、その詳細な説明を省
略する。
【００１９】
　図１は、本発明の実施形態に係る有機発光表示装置を示す図である。そして、図２は、
図１の表示パネルに備えられたピクセルアレイの一例を示す図である。
【００２０】
　図１及び図２を参照すると、本発明の一実施形態に係る有機発光表示装置は、表示パネ
ル１０、ドライバＩＣ（Ｄ－ＩＣ）２０、補償ＩＣ３０、ホストシステム４０、及び貯蔵
メモリ５０を含むことができる。本発明のパネル駆動部は、表示パネル１０に備えられた
ゲート駆動部１５と、ドライバＩＣ（Ｄ－ＩＣ）２０に内蔵されたデータ駆動部２５を含
む。
【００２１】
　表示パネル１０には、複数のピクセルライン（ＰＮＬ１～ＰＮＬ４）が備えられ、各ピ
クセルラインには複数のピクセル（ＰＸＬ）と、複数の信号ラインが備えられる。本発明
で説明される「ピクセルライン」は、物理的な信号ラインではなく、ゲートラインの延長
方向に沿って互いに隣接したピクセル（ＰＸＬ）と信号ラインの集合体を意味する。信号
ラインは、ピクセル（ＰＸＬ）にディスプレイ用のデータ電圧（ＶＤＩＳ）とセンシング
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用データ電圧（ＶＳＥＮ）を供給するためのデータライン１４０、ピクセル（ＰＸＬ）に
基準電圧（ＶＲＥＦ）を供給するための基準電圧ライン１５０、ピクセル（ＰＸＬ）にゲ
ート信号を供給するゲートライン１６０、及びピクセル（ＰＸＬ）に高電位ピクセル電圧
を供給するための高電位電源ライン（ＰＷＬ）を含むことができる。
【００２２】
　表示パネル１０のピクセル（ＰＸＬ）はマトリックス形態に配置され、ピクセルアレイ
（Pixel array）を構成する。図２のピクセルアレイに含まれた各ピクセル（ＰＸＬ）は
、データライン１４０の内のいずれか１つに接続され、かつ基準電圧ライン１５０の内の
いずれか１つに接続され、かつ高電位電源ライン（ＰＷＬ）の内のいずれか１つに接続さ
れ、かつゲートライン１６０の内のいずれか１つに接続すされる。図２のピクセルアレイ
に含まれた各ピクセル（ＰＸＬ）を、複数のゲートライン１６０に接続することもできる
。そして、図２のピクセルアレイに含まれた各ピクセル（ＰＸＬ）は、電源生成部から低
電位ピクセル電圧の供給を受けることができる。電源生成部は、低電位電源ラインまたは
パッド部を通して低電位ピクセル電圧をピクセル（ＰＸＬ）に供給することができる。
【００２３】
　表示パネル１０には、ゲート駆動部１５を内蔵させることができる。
【００２４】
　ゲート駆動部１５は、図２のピクセルアレイのゲートライン１６０に接続された複数の
ステージを含むことができる。ステージは、ピクセル（ＰＸＬ）のスイッチ素子を制御す
るためのゲート信号を生成してゲートライン１６０に供給することができる。
【００２５】
　ドライバＩＣ（Ｄ－ＩＣ）２０は、タイミング制御部２１と、データ駆動部２５を含む
。データ駆動部２５は、センシング部２２と駆動電圧生成部２３を含むことができるが、
これに限定されない。
【００２６】
　タイミング制御部２１は、ホストシステム４０から入力されるタイミング信号、例えば
垂直同期信号（Ｖｓｙｎｃ）、水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、ドットクロック信号（ＤＣ
ＬＫ）及びデータイネーブル信号（ＤＥ）などを参照して、ゲート駆動部１５の動作タイ
ミングを制御するためのゲートタイミング制御信号（ＧＤＣ）と、データ駆動部２５の動
作タイミングを制御するためのデータタイミング制御信号（ＤＤＣ）を生成することがで
きる。
【００２７】
　データタイミング制御信号（ＤＤＣ）は、ソーススタートパルス（Source Start Pulse
）、ソースサンプリングクロック（Source Sampling Clock）、及びソース出力イネーブ
ル信号（Source Output Enable）などを含むことができるが、これらに限定されない。ソ
ーススタートパルスは、駆動電圧生成部２３のデータサンプリング開始タイミングを制御
する。ソースサンプリングクロックは、ライジングまたはフォーリングエッジに基づいて
、データのサンプリングタイミングを制御するクロック信号である。ソース出力イネーブ
ル信号は、駆動電圧生成部２３の出力タイミングを制御する。
【００２８】
　ゲートタイミング制御信号（ＧＤＣ）は、ゲートスタートパルス（Gate Start Pulse）
、ゲートシフトクロック（Gate Shift Clock）などを含むことができるが、これに限定さ
れない。ゲートスタートパルスは、最初のゲートの出力を生成するステージに印加され、
そのステージの動作を活性化する。ゲートシフトクロックはステージに共通に入力される
ものとして、ゲートスタートパルスをシフトさせるためのクロック信号である。
【００２９】
　タイミング制御部２１はパネル駆動部の動作タイミングを制御することにより、パワー
オン期間、各フレームの垂直アクティブ期間、各フレームの垂直ブランク期間、及びパワ
ーオフ期間の内の少なくとも一つの期間でピクセル（ＰＸＬ）の駆動特性をセンシングす
ることができる。ここで、パワーオン期間は、システムの電源が印加された後から画面が
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オンになるまでの期間であり、パワーオフの期間は、画面がオフになってから、システム
の電源がオフになるまでの期間である。垂直アクティブ期間は、画面の再生のためのビデ
オデータが表示パネル１０に書き込まれる期間であり、垂直ブランク期間は隣接した垂直
アクティブ期間の間に位置し、映像データの書き込みが停止される期間である。ピクセル
（ＰＸＬ）の駆動特性は、ピクセル（ＰＸＬ）に含まれた駆動素子のしきい値電圧と電子
移動度を含む。
【００３０】
　タイミング制御部２１は、表示パネル１０のピクセルライン（ＰＮＬ１～ＰＮＬ４）の
センシング駆動タイミングとディスプレイ駆動タイミングを決められたシーケンスに基づ
いて制御することにより、ディスプレイ駆動とセンシング駆動を実現することができる。
【００３１】
　タイミング制御部２１は、ディスプレイ駆動のためのタイミング制御信号（ＧＤＣ、Ｄ
ＤＣ）とセンシング駆動のためのタイミング制御信号（ＧＤＣ、ＤＤＣ）を互いに異なる
ように生成することができる。センシング駆動は、センシング対象ピクセルのラインに含
まれたピクセル（ＰＸＬ）にセンシング用データ電圧（ＶＳＥＮ）を書き込んで、当該ピ
クセル（ＰＸＬ）の駆動特性をセンシングし、センシング結果のデータ（ＳＤＡＴＡ）に
基づいて、当該ピクセル（ＰＸＬ）の駆動特性の変化を補償するための補償値を更新する
ことを意味する。そして、ディスプレイ駆動は、更新された補償値に基づいて、当該ピク
セル（ＰＸＬ）に入力されるデジタル映像データを補正し、補正された映像データ（ＣＤ
ＡＴＡ）に対応するディスプレイ用のデータ電圧（ＶＤＩＳ）を当該ピクセル（ＰＸＬ）
に印加して、入力映像を表示することを意味する。
【００３２】
　駆動電圧生成部２３は、デジタル信号をアナログ信号に変換するデジタル－アナログ変
換器（Digital to Analog converter、以下ＤＡＣと称する）で実現される。駆動電圧生
成部２３は、センシング駆動に必要なセンシング用データ電圧（ＶＳＥＮ）とディスプレ
イ駆動に必要なディスプレイ用データ電圧（ＶＤＩＳ）を生成して、データライン１４０
に供給する。駆動電圧生成部２３は、センシング駆動とディスプレイの駆動にさらに必要
な基準電圧（ＶＲＥＦ）を生成して基準電圧ライン１５０に供給する。
【００３３】
　ディスプレイ用データ電圧（ＶＤＩＳ）は、補償ＩＣ３０で補正されたデジタル映像デ
ータ（ＣＤＡＴＡ）のデジタル－アナログ変換結果として、階調値と補正値に基づいてピ
クセル単位で、その大きさが変化し得る。センシング用データ電圧（ＶＳＥＮ）は、カラ
ーごとに駆動素子の駆動特性が相違することを考慮して、Ｒ（赤色）、Ｇ（緑色）、Ｂ（
青色）、Ｗ（白色）の各ピクセルの単位で異なるように設定することができる。
【００３４】
　センシング部２２は、センシング駆動のために、ピクセル（ＰＸＬ）の駆動特性、例え
ば、駆動素子のしきい値電圧と電子移動度、発光素子の動作点電圧をセンシングラインを
介してセンシングすることができる。センシングラインは、データライン１４０で実現さ
れることもでき、基準電圧ライン１５０で実現されることもできる。ただし、データライ
ン１４０をセンシングラインに活用すれば、データ出力チャンネルとセンシングチャネル
を一元化することができ、ドライバＩＣ（Ｄ－ＩＣ）２０のパッド数を削減できる点で有
利である。センシング部２２は、各ピクセル（ＰＸＬ）に流れるピクセル電流を直接セン
シングする電流センシング型で実現されることができる。このため、センシング部２２は
、電流積分器とパネルノイズ抑制用キャパシタを含むことができるが、これについては図
７を参照しながら詳細に説明する。また、センシング部２２は、電流積分器とパネルノイ
ズ抑制用キャパシタとオフセット除去回路を含むことができるが、これについては図１１
を参照しながら詳細に説明する。
【００３５】
　センシング部２２は、複数のアナログセンシング値を、複数のＡＤＣ（Aanlog-Digital
 Conveter）を用いて同時に並列処理することもでき、複数のアナログセンシング値を、
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１つのＡＤＣを用いて順次直列処理することもできる。ＡＤＣのサンプリング速度とセン
シングの精度はトレードオフ（Trade-off）の関係にある。並列処理方式のＡＤＣは、直
列処理方式のＡＤＣに比べてサンプリング速度を遅くすることができ、センシングの精度
を高めるために有利である。ＡＤＣは、フラッシュタイプのＡＤＣ、トラッキング（trac
king）技法を用いたＡＤＣ、連続近似レジスタタイプ（Successive Approximation Regis
ter type）のＡＤＣなどで実現されることができる。ＡＤＣは、あらかじめ決められたセ
ンシングレンジに応じて、アナログセンシング値をデジタルセンシング結果データ（ＳＤ
ＡＴＡ）に変換した後、貯蔵メモリ５０とセンシング出力制御部２７に供給する。
【００３６】
　貯蔵メモリ５０は、センシング駆動時センシング部２２から入力されるデジタルセンシ
ング結果データ（ＳＤＡＴＡ）を貯蔵する。貯蔵メモリ５０は、フラッシュメモリで実現
されることができるが、これに限定されない。
【００３７】
　補償ＩＣ３０は、補償部３１と補償メモリ３２を含むことができる。補償メモリ３２は
、貯蔵メモリ５０から読み込んだデジタルセンシング結果データ（ＳＤＡＴＡ）を補償部
３１に伝達する。補償メモリ３２は、ＲＡＭ（Random Access Memory）、例えば、ＤＤＲ
　ＳＤＲＡＭ（Double Data Rate Synchronous Dynamic ＲＡＭ）で有り得るが、これに
限定されない。補償部３１は、貯蔵メモリ５０から読み込んだデジタルセンシング結果デ
ータ（ＳＤＡＴＡ）に基づいて、各ピクセルごとに補償オフセット（Offset）と補償ゲイ
ン（Gain）を演算し、演算された補償オフセットと補償ゲインに従って、ホストシステム
４０から入力を受けた映像データを補正し、補正された映像データ（ＣＤＡＴＡ）をドラ
イバＩＣ２０に供給する。
【００３８】
　図３は図２のピクセルアレイに接続されたデータ駆動部２５の一構成を示す図である。
図３のデータ駆動部２５は、ピクセル（ＰＸＬ）の駆動特性を、基準電圧ライン１５０を
介してセンシングする。
【００３９】
　図３を参照すると、データ駆動部２５は、データライン１４０を介してピクセル（ＰＸ
Ｌ）の第１ノード（駆動素子のゲート電極に接続される）に接続され、基準電圧ライン１
５０を通じてピクセル（ＰＸＬ）の第２ノード（駆動素子のソース電極に接続される）に
接続されることができる。ピクセル（ＰＸＬ）の第２ノードにはピクセル電流（ＩＰＩＸ
）が流れるので、第２スイッチ素子を介して第２ノードに接続された基準電圧ライン１５
０をセンシングラインとして活用することができる。
【００４０】
　基準電圧ライン１５０は、接続スイッチ（ＳＸ１、ＳＸ２）を介して駆動電圧生成部２
３とセンシング部２２に選択的に接続される。駆動電圧生成部２３は、センシング用デー
タ電圧（ＶＳＥＮ）とディスプレイ用のデータ電圧（ＶＤＩＳ）を生成する第１駆動電圧
生成部（ＤＡＣ１）、及び基準電圧（ＶＲＥＦ）を生成する第２駆動電圧生成部（ＤＡＣ
２）を含むことができる。基準電圧ライン１５０と第２駆動電圧生成部（ＤＡＣ２）との
間には、第１接続スイッチ（ＳＸ１）が接続され、基準電圧ライン１５０とセンシング部
２２との間には、第２接続スイッチ（ＳＸ２）が接続される。第１接続スイッチ（ＳＸ１
）と第２接続スイッチ（ＳＸ２）は選択的にターンオンされる。基準電圧（ＶＲＥＦ）が
ピクセル（ＰＸＬ）に書き込まれるタイミングに同期して、第１接続スイッチ（ＳＸ１）
のみターンオンされ、ピクセル（ＰＸＬ）に流れるピクセル電流（ＩＰＩＸ）をセンシン
グするタイミングに同期して第２接続スイッチ（ＳＸ２）のみターンオンされる。したが
って、基準電圧ライン１５０は、第１及び第２接続スイッチ（ＳＸ１、ＳＸ２）を介して
第２駆動電圧生成部（ＤＡＣ２）とセンシング部２２に選択的に接続される。
【００４１】
　図４は、図３に示されたピクセルの等価回路図である。
【００４２】
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　図４を参照すると、基準電圧ライン１５０をセンシングラインとして活用するピクセル
（ＰＸＬ）はＯＬＥＤ、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）、スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２）、及び
ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）を含む。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）とスイッチＴＦＴ（ＳＴ１
、ＳＴ２）はＮＭＯＳで実現されることができるが、これに限定されない。
【００４３】
　ＯＬＥＤは、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）から引き込まれるピクセル電流に対応した強さで発光
する発光素子である。ＯＬＥＤのアノード電極は、第２ノード（Ｎ２）に接続され、カソ
ード電極は、低電位ピクセル電圧（ＥＶＳＳ）の入力端に接続される。
【００４４】
　駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、ゲート－ソース間電圧に対応してピクセル電流を生成する駆動
素子である。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲート電極は、第１ノード（Ｎ１）に接続され、第１
電極は、高電位電源ライン（ＰＷＬ）を介して高電位ピクセル電圧（ＥＶＤＤ）の入力端
に接続され、第２電極は、第２ノード（Ｎ２）に接続される。
【００４５】
　スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２）は、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲート－ソース間電圧を
設定し、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）の第２電極と基準電圧ライン１５０を接続するスイッチ素子
である。
【００４６】
　第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、データライン１４０と第１ノード（Ｎ１）との間に
接続され、ゲートライン１６０からのゲート信号（ＳＣＡＮ）によってターンオンされる
。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、ディスプレイ駆動またはセンシング駆動のためのプ
ログラミング時にターンオンされる。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）がターンオンされる
とき、センシング用データ電圧（ＶＳＥＮ）またはディスプレイ用のデータ電圧（ＶＤＩ
Ｓ）が第１ノード（Ｎ１）に印加される。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）のゲート電極は
、ゲートライン１６０に接続され、第１電極は、データライン１４０に接続され、第２電
極は、第１ノード（Ｎ１）に接続される。
【００４７】
　第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、基準電圧ライン１５０と第２ノード（Ｎ２）との間
に接続され、ゲートライン１６０からのゲート信号（ＳＣＡＮ）によってターンオンされ
る。第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、ディスプレイ駆動またはセンシング駆動のための
プログラミング時にターンオンされ、基準電圧（ＶＲＥＦ）を第２ノード（Ｎ２）に印加
する。また、第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、センシング駆動中のセンシング期間でも
ターンオンされ、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）で生成されたピクセル電流を基準電圧ライン１５０
に印加する。第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）のゲート電極は、ゲートライン１６０に接続
され、第１電極は、基準電圧ライン１５０に接続され、第２電極は、第２ノード（Ｎ２）
に接続される。
【００４８】
　ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、第１ノード（Ｎ１）と第２ノード（Ｎ２）との間
に接続され、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲート－ソース間電圧を一定期間維持する。
【００４９】
　図５は、図２のピクセルアレイに接続されたデータ駆動部２５の他の構成を示す図であ
る。図５のデータ駆動部２５は、ピクセル（ＰＸＬ）の駆動特性を、データライン１４０
を介してセンシングする。
【００５０】
　図５を参照すると、データ駆動部２５は、基準電圧ライン１５０を介してピクセル（Ｐ
ＸＬ）の第１ノード（駆動素子のゲート電極）に接続され、データライン１４０を通じて
ピクセル（ＰＸＬ）の第２ノード（駆動素子のソース電極）に接続されることができる。
ピクセル（ＰＸＬ）の第２ノードには、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が流れるので、第２ス
イッチ素子を介して第２ノードに接続されたデータライン１４０をセンシングラインとし
て活用することができる。
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【００５１】
　データライン１４０は、接続スイッチ（ＳＸ１、ＳＸ２）を介して、駆動電圧生成部２
３とセンシング部２２に選択的に接続される。駆動電圧生成部２３は、センシング用デー
タ電圧（ＶＳＥＮ）とディスプレイ用のデータ電圧（ＶＤＩＳ）を生成する第１駆動電圧
生成部（ＤＡＣ１）、及び基準電圧（ＶＲＥＦ）を生成する第２駆動電圧生成部（ＤＡＣ
２）を含むことができる。データライン１４０と第１駆動電圧生成部（ＤＡＣ１）との間
には、第１接続スイッチ（ＳＸ１）が接続され、データライン１４０とセンシング部２２
との間には、第２接続スイッチ（ＳＸ２）が接続される。第１接続スイッチ（ＳＸ１）と
第２接続スイッチ（ＳＸ２）は選択的にターンオンされる。センシング用データ電圧（Ｖ
ＳＥＮ）とディスプレイ用データ電圧（ＶＤＩＳ）がピクセル（ＰＸＬ）に書き込まれる
タイミングに同期して、第１接続スイッチ（ＳＸ１）のみターンオンされ、ピクセル（Ｐ
ＸＬ）に流れるピクセル電流（ＩＰＩＸ）をセンシングするタイミングに同期して第２接
続スイッチ（ＳＸ２）のみターンオンされる。したがって、データライン１４０は、第１
及び第２接続スイッチ（ＳＸ１、ＳＸ２）を介して第１駆動電圧生成部（ＤＡＣ１）とセ
ンシング部２２に選択的に接続される。
【００５２】
　図６は、図５に示されたピクセルの等価回路図である。
【００５３】
　図６を参照すると、データライン１４０をセンシングラインとして活用するピクセル（
ＰＸＬ）は、ＯＬＥＤ、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）、スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２）、及び
ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）を含む。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）とスイッチＴＦＴ（ＳＴ１
、ＳＴ２）はＮＭＯＳで実現されることができるが、これに限定されない。
【００５４】
　ＯＬＥＤは、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）から引き込まれるピクセル電流に対応する強さで発光
する発光素子である。ＯＬＥＤのアノード電極は、第２ノード（Ｎ２）に接続され、カソ
ード電極は、低電位ピクセル電圧（ＥＶＳＳ）の入力端に接続される。
【００５５】
　駆動ＴＦＴ（ＤＴ）は、ゲート－ソース間電圧に対応してピクセル電流を生成する駆動
素子である。駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲート電極は、第１ノード（Ｎ１）に接続され、第１
電極は、高電位電源ライン（ＰＷＬ）を介して高電位ピクセル電圧（ＥＶＤＤ）の入力端
に接続され、第２電極は、第２ノード（Ｎ２）に接続される。
【００５６】
　スイッチＴＦＴ（ＳＴ１、ＳＴ２）は、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲートーソース間電圧を
設定し、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）の第２電極とデータライン１４０を接続するスイッチ素子で
ある。
【００５７】
　第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、基準電圧ライン１５０と第１ノード（Ｎ１）との間
に接続され、ゲートライン１６０からのゲート信号（ＳＣＡＮ）によってターンオンされ
る。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）は、ディスプレイ駆動またはセンシング駆動のための
プログラミング時にターンオンされる。第１スイッチＴＦＴ（ＳＴ１）がターンオンされ
るとき、基準電圧（ＶＲＥＦ）が第１ノード（Ｎ１）に印加される。第１スイッチＴＦＴ
（ＳＴ１）のゲート電極は、ゲートライン１６０に接続され、第１電極は、基準電圧ライ
ン１５０に接続され、第２電極は、第１ノード（Ｎ１）に接続される。
【００５８】
　第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、データライン１４０と第２ノード（Ｎ２）との間に
接続され、ゲートライン１６０からのゲート信号（ＳＣＡＮ）によってターンオンされる
。第２スイッチＴＦＴ（ＳＴ２）は、ディスプレイ駆動またはセンシング駆動のためのプ
ログラミング時にターンオンされ、センシング用データ電圧（ＶＳＥＮ）またはディスプ
レイ用のデータ電圧（ＶＤＩＳ）を第２ノード（Ｎ２）に印加する。また、第２スイッチ
ＴＦＴ（ＳＴ２）は、センシング駆動中のセンシング期間でもターンオンされ、駆動ＴＦ
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Ｔ（ＤＴ）で生成されたピクセル電流をデータライン１４０に印加する。第２スイッチＴ
ＦＴ（ＳＴ２）のゲート電極は、ゲートライン１６０に接続され、第１電極は、データラ
イン１４０に接続され、第２電極は、第２ノード（Ｎ２）に接続される。
【００５９】
　ストレージキャパシタ（Ｃｓｔ）は、第１ノード（Ｎ１）と第２ノード（Ｎ２）との間
に接続され、駆動ＴＦＴ（ＤＴ）のゲート－ソース間電圧を一定期間維持する。
【００６０】
　図７は、本発明の一実施形態に係るピクセルセンシング装置を示す図である。図７のピ
クセルセンシング装置は、図１のセンシング部２２を含む。
【００６１】
　図７を参照すると、センシング部２２は、電流積分器（ＣＩ）、サンプルアンドホール
ド部（ＳＨ）、ＡＤＣと第１キャパシタ（ＣＸ１）を含むことができる。
【００６２】
　電流積分器（ＣＩ）は、表示パネル１０のセンシングラインを介してピクセル（ＰＸＬ
）に接続される。電流積分器（ＣＩ）は、ピクセル（ＰＸＬ）に流れるピクセル電流（Ｉ
ＰＩＸ）を積分して、積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から変化する積分器出力電圧（
ＣＩ－ＯＵＴ）を生成する。
【００６３】
　電流積分器（ＣＩ）は、積分器アンプ（ＡＭＰ）と積分キャパシタ（ＣＦＢ）とリセッ
トスイッチ（ＲＳＴ）を含む。積分器アンプ（ＡＭＰ）は、センシングラインに接続され
た第１ノード１を介してピクセル電流（ＩＰＩＸ）の入力を受ける第１入力端子、第２ノ
ード２を介して積分器の基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）の入力を受ける第２入力端子、及び
ピクセル電流（ＩＰＩＸ）の積分結果である積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）を第３ノー
ド３に出力する出力端子を含む。積分キャパシタ（ＣＦＢ）は、第１ノード１と第３ノー
ド３との間に接続される。つまり、積分キャパシタ（ＣＦＢ）は、積分器アンプ（ＡＭＰ
）の第１入力端子と出力端子との間に接続される。積分器アンプ（ＡＭＰ）の第１入力端
子と出力端子との間には、積分キャパシタ（ＣＦＢ）と並列にリセットスイッチ（ＲＳＴ
）がさらに接続される。
【００６４】
　積分器アンプ（ＡＭＰ）は、ネガティブ型で実現されることもありポジティブ型で実現
されることもある。ネガティブ型アンプ（ＡＭＰ）は、図７に示すように、第１入力端子
が積分器アンプ（ＡＭＰ）の反転入力端子（－）になり、第２入力端子が積分器アンプ（
ＡＭＰ）の非反転入力端子（＋）となる。このようなネガティブ型アンプ（ＡＭＰ）は、
ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分キャパシタ（ＣＦＢ）に累積されることによって、積分
器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）が積分器の基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から徐々に低くなる
。積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）の下降傾斜は、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）の大きさに
比例する。
【００６５】
　一方、ポジティブ型アンプ(ＡＭＰ)は、第１入力端子が積分器アンプの非反転入力端子
（＋）となり、第２入力端子が積分器アンプの反転入力端子（－）となる。このようなポ
ジティブ型アンプ(ＡＭＰ)は、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分キャパシタ（ＣＦＢ）に
累積されることによって、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）が積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ
－ＣＩ）から徐々に高くなる。積分器の基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）の上昇傾きは、ピク
セル電流（ＩＰＩＸ）の大きさに比例する。
【００６６】
　本発明の技術的思想は、ネガティブ型アンプ（ＡＭＰ）にも適用することができ、ポジ
ティブ型アンプ(ＡＭＰ)にも適用することができる。本発明の実施形態においては、便宜
上、ネガティブ型アンプ（ＡＭＰ）を中心に説明する。
【００６７】
　サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）をサンプリン
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グとホールディングした後、ＡＤＣ出力する。サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、サ
ンプリング信号（ＳＡＭ）に基づいて動作するサンプリング・スイッチとサンプリングキ
ャパシタ及びホールディングスイッチで実現されることができるが、これに限定されない
。
【００６８】
　ＡＤＣは、あらかじめ決められたセンシングレンジに応じてアナログ信号（つまり、積
分器出力電圧）をデジタル信号（つまり、デジタルセンシング結果データ）に変換する。
【００６９】
　第１キャパシタ（ＣＸ１）は積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）がパネルノイズによって
歪曲される程度を最小化する役割をする。第１キャパシタ（ＣＸ１）は、第１ノード１と
第２ノード２との間に接続され、積分器アンプ（ＡＭＰ）の第１入力端子（－）と第２入
力端子（＋）をカップリングさせる。第１キャパシタ（ＣＸ１）は、ピクセル電流（ＩＰ
ＩＸ）に混入されたパネルノイズが積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に共
通に印加されるようにする。ピクセル電流（ＩＰＩＸ）に混入されたパネルノイズは、積
分器アンプ（ＡＭＰ）の第１入力端子（－）に印加されると共に、第１キャパシタ（ＣＸ
１）を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）の第２入力端子（＋）にも印加される。これにより
、積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に印加されたパネルノイズが積分器ア
ンプ（ＡＭＰ）内で相殺される。このようにして、パネルノイズの影響を最小化すること
ができる。
【００７０】
　第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量が大きいほど積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入
されるパネルノイズの量が減る。その理由は、第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量が大きけ
れば大きいほど積分器アンプ（ＡＭＰ）の第１入力端子（－）に印加されるパネルノイズ
の大きさと第１キャパシタ（ＣＸ１）を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）の第２入力端子（
＋）に印加されるパネルノイズの大きさが類似になるからである。理想的には、積分器ア
ンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に印加されたパネルノイズの大きさが同じである
場合に、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズを完全に除去するこ
とができる。
【００７１】
　図８は、図７のピクセルセンシング装置の駆動波形図である。図９及び図１０は、図７
のピクセルセンシング装置の動作を示す図である。
【００７２】
　図８を参照すると、本発明の一実施形態に係るセンシング駆動は、初期化期間（１）と
センシング期間（２）とから実現されることができる。
【００７３】
　図８及び図９を参照すると、初期化期間（１）で、リセットスイッチ（ＲＳＴ）は、オ
ンされる。リセットスイッチ（ＲＳＴ）がオンされると、第１～第３ノード（１～３）だ
けでなく、センシングラインも積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）で初期化される。した
がって、初期化期間（１）で、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）は、積分器の基準電圧（
Ｖｒｅｆ－ＣＩ）となる。
【００７４】
　図８及び図１０を参照すると、センシング期間（２）で、リセットスイッチ（ＲＳＴ）
はオフされ、センシングラインと第１ノード１を介してピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分
キャパシタ（ＣＦＢ）に累積される。ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分キャパシタ（ＣＦ
Ｂ）に累積されることによって、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）は、積分器基準電圧（
Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から徐々に低くなる。
【００７５】
　センシング期間（２）において、第１キャパシタ（ＣＸ１）によってピクセル電流（Ｉ
ＰＩＸ）に混入されたパネルノイズが積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に
共通に印加され、積分器アンプ（ＡＭＰ）の内部で相殺されるので、積分器出力電圧（Ｃ
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Ｉ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズは最小化される。
【００７６】
　センシング期間（２）において、サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、サンプリング
信号（ＳＡＭ）のオン期間中に、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）をサンプリングする。
【００７７】
　図１１は、本発明の他の実施形態に係るピクセルセンシング装置を示す図である。図１
１のピクセルセンシング装置は、図７に比べてアンプオフセットをさらに除去することが
できるので、センシングの精度をさらに向上させることができる。
【００７８】
　図１１を参照すると、センシング部２２は、電流積分器（ＣＩ）、サンプルアンドホー
ルド部（ＳＨ）、ＡＤＣ及び第１キャパシタ（ＣＸ１）を含む。また、センシング部２２
は、オフセット除去部（ＣＡＺ）をさらに含む。
【００７９】
　電流積分器（ＣＩ）は、表示パネル１０のセンシングラインを介してピクセル（ＰＸＬ
）に接続される。電流積分器（ＣＩ）は、ピクセル（ＰＸＬ）に流れるピクセル電流（Ｉ
ＰＩＸ）を積分して、積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から変化される積分器出力電圧
（ＣＩ－ＯＵＴ）を生成する。
【００８０】
　電流積分器（ＣＩ）は、積分器アンプ（ＡＭＰ）と積分キャパシタ（ＣＦＢ）とリセッ
トスイッチ（ＲＳＴ）を含む。積分器アンプ（ＡＭＰ）は、センシングラインに接続され
た第１ノード１を介してピクセル電流（ＩＰＩＸ）の入力を受ける第１入力端子（－）、
第２ノード２を介して積分器の基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）の入力を受ける第２入力端子
（＋）、及びピクセル電流（ＩＰＩＸ）の積分結果である積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ
）を第３ノード３に出力する出力端子を含む。積分キャパシタ（ＣＦＢ）は、第１ノード
１と第３ノード３との間に接続される。つまり、積分キャパシタ（ＣＦＢ）は、積分器ア
ンプ（ＡＭＰ）の第１入力端子（－）と出力端子との間に接続される。積分器アンプ（Ａ
ＭＰ）の第１入力端子（－）と出力端子との間には、積分キャパシタ（ＣＦＢ）と並列に
リセットスイッチ（ＲＳＴ）がさらに接続される。
【００８１】
　サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）をサンプリン
グとホールディングした後、ＡＤＣに出力する。サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、
サンプリング信号（ＳＡＭ）によって動作するサンプリング・スイッチとサンプリングキ
ャパシタ、及びホールディングスイッチで実現されることができるが、これに限定されな
い。
【００８２】
　ＡＤＣは、あらかじめ決められたセンシングレンジに応じてアナログ信号（つまり、積
分器の出力電圧）をデジタル信号（つまり、デジタルセンシング結果データ）に変換する
。
【００８３】
　第１キャパシタ（ＣＸ１）は、オフセット除去部（ＣＡＺ）に含まれた第２キャパシタ
（ＣＸ２）と共に、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）がパネルノイズによって歪曲される
程度を最小化にする役割をする。第１キャパシタ（ＣＸ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）
は、第１ノード１と第２ノード２との間に接続され、積分器アンプ（ＡＭＰ）の第１入力
端子（－）と第２入力端子（＋）をカップリングさせる。
【００８４】
　オフセット除去部（ＣＡＺ）は、積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）の入力端と第１ノ
ード１と第２ノード２に接続され、積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセットを除去すること
ができる補正基準電圧を、第２ノード２を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）に印加する。オ
フセット除去部（ＣＡＺ）は、第２キャパシタ（ＣＸ２）と第１～第３スイッチ（ＡＺ１
、ＡＺ２、ＡＺ３）を含む。
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【００８５】
　第２キャパシタ（ＣＸ２）は一側電極が第２ノード２に接続され他側電極が第４ノード
４を介して第１キャパシタ（ＣＸ１）に接続される。第１ノード１と第２ノード２との間
で、第２キャパシタ（ＣＸ２）は、第１キャパシタ（ＣＸ１）と直列に接続される。第２
キャパシタ（ＣＸ２）は、第４ノード４を介して第１キャパシタ（ＣＸ１）に接続される
。
【００８６】
　第１キャパシタ（ＣＸ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）は、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）
に混入されたパネルノイズが積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に共通に印
加されるようにする。ピクセル電流（ＩＰＩＸ）に混入されたパネルノイズは、積分器ア
ンプ（ＡＭＰ）の第１入力端子（－）に印加されると共に、第１キャパシタ（ＣＸ１）と
第２キャパシタ（ＣＸ２）を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）の第２入力端子（＋）にも印
加される。これにより、積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に印加されたパ
ネルノイズが積分器アンプ（ＡＭＰ）内で相殺される。このようにして、パネルノイズの
影響を最小化になることができる。
【００８７】
第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量と第２キャパシタ（ＣＸ２）の容量が大きいほど積分器
出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズの量が減る。その理由は、第１キャ
パシタ（ＣＸ１）の容量と第２キャパシタ（ＣＸ２）の容量が大きいほど積分器アンプ（
ＡＭＰ）の第１入力端子（－）に印加されるパネルノイズの大きさと第１キャパシタ（Ｃ
Ｘ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）の第２入力端子（＋
）に印加されるパネルノイズの大きさが類似になるからである。理想的には、積分器アン
プ（ＡＭＰ）の両入力端子（＋、－）に印加されたパネルノイズの大きさが同じであると
き、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズは完全に除去される。
【００８８】
　一方、第１スイッチ（ＡＺ１）は、第２ノード２と積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）
の入力端との間に接続される。第２スイッチ（ＡＺ２）は、第４ノード４と積分器基準電
圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）の入力端との間に接続される。第３スイッチ（ＡＺ３）は、第１ノ
ード１と第４ノード４との間に接続される。このような第１～第３スイッチ（ＡＺ１、Ａ
Ｚ２、ＡＺ３）のスイッチング作用と第２キャパシタ（ＣＸ２）のカップリング作用によ
り、積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセットを除去することができる補正基準電圧が、第２
ノード２を介して積分器アンプ（ＡＭＰ）に印加されることができる。
【００８９】
　図１２は、図１１のピクセルセンシング装置の駆動波形図である。図１３～図１５は、
図１１のピクセルセンシング装置の動作を示す図である。
【００９０】
　図１２を参照すると、本発明の他の実施形態に係るセンシング駆動は、オフセット検出
期間（１）と、初期化期間（２）と、センシング期間（３）とから実現されることができ
る。
【００９１】
　図１２及び図１３を参照すると、オフセット検出期間（１）で、第１スイッチ（ＡＺ１
）と第３スイッチ（ＡＺ３）とリセットスイッチ（ＲＳＴ）はオンされ、第２スイッチ（
ＡＺ２）はオフされる。第１スイッチ（ＡＺ１）と第３スイッチ（ＡＺ３）とリセットス
イッチ（ＲＳＴ）がオンされると、第２ノード２には、積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ
）が印加される一方で、第１、第３、第４ノード（１,３,４）とセンシングラインには、
積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセット（Ｖｏｆｓ）を加算した第１積分器基準電圧（（Ｖ
ｒｅｆ－ＣＩ）＋Ｖｏｆｓ）が印加される。したがって、オフセット検出期間（１）で、
積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセット（Ｖｏｆｓ）が検出され、第２キャパシタ（ＣＸ２
）に格納される。
【００９２】
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　図１２及び図１４を参照すると、初期化期間（２）で、第１スイッチ（ＡＺ１）と第３
スイッチ（ＡＺ３）はオフされ、リセットスイッチ（ＲＳＴ）と第２スイッチ（ＡＺ２）
はオンされる。リセットスイッチ（ＲＳＴ）がオンされると、第４ノード４の電圧が第１
積分器基準電圧（（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）＋Ｖｏｆｓ）から積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ
）に変わる。このとき、第１スイッチ（ＡＺ１）がオフされるので、第２ノード２はフロ
ーティングされ、第２キャパシタ（ＣＸ２）のカップリング作用により、第２ノード２の
電圧が積分器の基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から第２積分器基準電圧（（Ｖｒｅｆ－ＣＩ
）－Ｖｏｆｓ）に変わる。第２ノード２を介して印加される第２積分器基準電圧（（Ｖｒ
ｅｆ－ＣＩ）－Ｖｏｆｓ）によって、積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセット（Ｖｏｆｓ）
は相殺される。このとき、リセットスイッチ（ＲＳＴ）がオンされるので、第１、第３ノ
ード（１,３）とセンシングラインの電圧は、第１積分器基準電圧（（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）
＋Ｖｏｆｓ）から積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）に変わる。つまり、初期化期間（２
）で、第１、第３ノード（１,３）の電圧が、積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセット（Ｖ
ｏｆｓ）の除去された積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）で初期化される。
【００９３】
　図１２及び図１５を参照すると、センシング期間（３）で、第１、第２、第３スイッチ
（ＡＺ１、ＡＺ２、ＡＺ３）とリセットスイッチ（ＲＳＴ）はオフされ、センシングライ
ンと第１ノード１を介して、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分キャパシタ（ＣＦＢ）に累
積される。ピクセル電流（ＩＰＩＸ）が積分キャパシタ（ＣＦＢ）に累積されることによ
って、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）は、積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から徐々
に低くなる。
【００９４】
　センシング期間（３）において、第１、第２キャパシタ（ＣＸ１、ＣＸ２）によってピ
クセル電流（ＩＰＩＸ）に混入したパネルノイズが積分器アンプ（ＡＭＰ）の両入力端子
（＋、－）に共通に印加され、積分器アンプ（ＡＭＰ）の内部で相殺されるので、積分器
出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズは最小化される。
【００９５】
　センシング期間（３）において、積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）は、積分器アンプ（
ＡＭＰ）のオフセット（Ｖｏｆｓ）が除去された積分器基準電圧（Ｖｒｅｆ－ＣＩ）から
変化するので、積分器アンプ（ＡＭＰ）のオフセット（Ｖｏｆｓ）による積分器出力電圧
（ＣＩ－ＯＵＴ）の歪みが顕著に減少する。
【００９６】
　センシング期間（３）において、サンプルアンドホールド部（ＳＨ）は、サンプリング
信号（ＳＡＭ）のオン期間中に積分器出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）をサンプリングする。
【００９７】
　図１６及び図１７は、パネルノイズ改善に関するシミュレーション結果を示す図である
。
【００９８】
　図１６及び図１７のシミュレーション結果からわかるように、ピクセル電流（ＩＰＩＸ
）に乗せたパネルノイズを、前述した第１キャパシタ（ＣＸ１）を介して、または、前述
した第１キャパシタ（ＣＸ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）を介して積分器アンプ（ＡＭ
Ｐ）の両入力端子（＋、－）に印加し、ピクセル電流（ＩＰＩＸ）を積分すると、積分器
出力電圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されたパネルノイズが著しく減少する。
【００９９】
　図１６を参照すると、第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量（または、第１キャパシタ（Ｃ
Ｘ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）の合成容量）を１０ｐＦに設定した場合、パネルノイ
ズの振幅が約０．３Ｖになるが、これは改善前（キャパシタ無接続）の０．８５Ｖに比べ
て著しく改善された結果である。
【０１００】
　図１７を参照すると、第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量（または、第１キャパシタ（Ｃ
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イズの振幅が約０．１Ｖになるが、これは改善前（キャパシタ無接続）の０．８５Ｖに比
べて著しく改善された結果である。
【０１０１】
　図１６及び図１７を参照すると、第１キャパシタ（ＣＸ１）の容量（または、第１キャ
パシタ（ＣＸ１）と第２キャパシタ（ＣＸ２）の合成容量）が大きいほど、積分器出力電
圧（ＣＩ－ＯＵＴ）に混入されるパネルノイズの量が減ることが分かる。
【０１０２】
　前述したように、本発明は、センシング部内に電流積分器と一緒にパネルノイズ抑制用
キャパシタを備えることにより、積分器の出力電圧に混入されるパネルノイズの量を最小
化してセンシングの正確性と信頼性を高めることができる。
【０１０３】
　さらに、本発明は、センシング部内にオフセット除去回路をさらに備えることにより、
積分器アンプのオフセットにより、積分器出力電圧が歪曲される程度を最小化してセンシ
ングの正確性と信頼性をさらに高めることができる。
【０１０４】
　以上説明した内容を通じて、当業者であれば本発明の技術思想を逸脱しない範囲で様々
な変更及び修正が可能であることが分かる。したがって、本発明の技術的範囲は、明細書
の詳細な説明に記載された内容に限定されるものではなく、特許請求の範囲によって定め
るべきである。

【図１】 【図２】
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